
パス ィ集成 ・斜里町立知床博物館篇

戸部千春

〒090 北 見 市 錦 町181-3 北見市立北光小学校

はじめに

小稿は、アイヌ民族の現存民具の実測図化 によ

る、形状 と紋様の解析であ り(注1)、 斜里町立

知床博物館所蔵の 『捧酒箸』 を対象 とする。

金盛典夫編 『所蔵資料 目録一3(民 族資料篇)』

1983,掲 載のデータを読み取ると、概資料17点 は、

次のように三区分できそ うである(注2)。

① 斜里地域アイヌ文化伝統社会で使用 され、博

物館開設の前後の時期に寄贈収蔵された6本 。

② 釧路地域アイヌ文化伝統 を継承 し、晩年には

斜里町宇登呂地区で生活 された志富イサネ(ア

イヌ名:イ サネクル)エ カシが、北海道内各地

で収集 し保管使用 したもので、博物館に寄贈 し

たアイヌ民族民具群に含 まれる8本 。

③ 志富エカシが、博物館開設 に際 して製作 され

た 『削 りかけ付捧酒箸/有 翼酒箸』3本 。

小稿では主に①について考察 し、併せて② に就

ても考察を試みるものである。

『捧酒箸』の機能 ・形状 ・紋様の研究 は、先学

による多 くの業績がある(注3)。 小稿 はそれら

の成果に依拠 しつつ、斜里 ・網走 ・美幌のアイヌ

文 化 伝 統 を調 査 した米 村 喜 男 衛 の報 告 を基 礎 に置

い て 資 料 の解 析 を試 み た 。 氏 は 「こ の網 走 で はふ

だ ん は た だ 『パ ス ィ(箸)』 とだ け云 っ て お り、

神 に祈 を捧 げ る と きに 限 って 、『イ クニ(飲 酒 木 ・

酒 宴 木)』 『イ ク ニ プ(飲 酒 串 ・酒 宴 串)と い うよ

う な特 別 の 名 で よぶ の で あ る」と も述 べ て お り(注

4)、 こ れ は エ ン チ ゥ(樺 太 ア イ ヌ)に よ る 呼 称

の 一 つ 『イ クニ シ』 との 類 似 も興 味 が持 た れ る も

の と、私 は 考 え る が ど うで あ ろ うか 。

以 下 小 稿 は、 当 地 日常 呼 称 『パ ス ィ』 を用 い る 。

パ ス ィの 実 測 図 作 図 は 、 パ ス ィ使 用 者 が そ れ を

右 手 に持 ち先 端 部 を左 方 向 に向 け た状 態 の 「左 側

面 」 を 「正 面 」 と して描 い た(図1)。 展 開 図 法

は第 三 角 法 に よ る。 パ ス ィの 「正 面 」 が 製 作 者 の

思 惟 で は どの 面 で あ っ た か も、 重 要 な 問 題 で あ っ

た。 儀 式 の場 で は 、 カ ム イ/祭 祀 対 象 璽 が 人 間 の

所 作 や器 物 を注 目 して い る と観 念 され て い た事 を

想 起 しよ う。 す る と、 パ ス ィの 右 側 面 こ そが 「正

面 」 で は な か っ た か。 しか し小 稿 で は 人 間 の視 座

で 描 き、 そ れ を右90。 旋 回 して 印 刷 す る事 と した

の で あ る。

図1パ ス イ概 念 図 網 走 市 立 郷 土 博 物 館 蔵 パ ス イ,304×35×11mm(0-1-0)
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資料1(図3-1)整 理番号:383

収蔵番号:41寸 法:326×37×6mm

パスイイ トクパ:両 切 ・1-2-1

パルンペ(ロ 舌):裏 面

シロシ(所 有印):無

備考:漆 塗布.基 部紐穴

寄贈者:斜 里町 ・坂井男一郎

道東部パスィには珍 しくパルンペが有る。同一

意匠資料が美幌博物館 に在 り、今一つ杉山壽榮男

『北の工芸～付 ヒゲベラ』1934の52-9に も 「出所

日高下下向」が在った事か ら、日高地方 との遠隔

地交流により美幌や斜里に伝搬 したものであろう。

新たに製作 したパスィに漆塗布 を依頼するにあた

り、同一意匠品を複数製作 した事例 と判定する。

パス ィイ トクパは一般的な両切舟窩紋1-2-

1typeが 、先端部 と末端部に配置 されている。

中心的な紋様意匠は、器面中央部から末端部に

位置 し、現存するパス ィの紋様配置の基本が守ら

れている。この木の葉二枚 を具象的に表現 した紋

様は、葉の先端 をパスィの両端方向に向け、葉柄

は交叉させて配飾 されている。木の葉の具象紋で

ありながらも、アイヌ民族が製作使用 したパスィ

の彫刻紋様 を分析分類 したF.マ ライー二氏の研

究で明らかにされたごとく、キケウシパス ィ(削

り掛 け ・有る ・捧酒箸)の キケに由来するものだ

ろう。当パスィでは 「二翼型」を表現 したものと、

判断で きる。起源が明確な紋様は伝統保持を示す。

この中心意匠を周回 して、曲線状刻線紋がある。

その先端部には、海洋上空主宰神を象徴するカピ

ゥシロシ(鴎 印一図2a～b)が 付属する。 こ

の刻紋は、エンチ ゥ(樺 太アイヌ)の 用いる重要

な紋様の一つとして報告 されてきたものであった。

これらを繋 ぐ曲線状刻紋の中央部には、一個の

シク(眼)紋 が置かれている事にも注目しよう。

眼状紋や相対曲線が形成する三角形状/山 形紋様

等の先端部 には、カピゥシロシが付属する例が、

マキリ鞘の紋様に少な くない。当パス ィで も一括

施紋 されていると判断すべ きであり、一定の様式

に倣ったもの と言えよう。

図2カ ピ ゥシ ロ シ

資 料2(図3-2)整 理 番 号:385

収 蔵 番 号:394寸 法:327×30×9mm

パ ス イ イ トクパ:両 切 ・1-1,付 属:両 切 ・1

パ ル ンペ(ロ 舌):無

シ ロ シ(所 有 印):無

備 考:漆 塗 布 、 中 央 部 破 断補 修 ・末 端 部 右 側 破 損

寄贈 者:斜 里 町 ・村 上 清 美

パ ス ィ表 面 の 彫 刻 紋 様 と して 小 型 パ ス ィを表 現

し、 結 果 と して 一一本 の材 料 か ら二 段 重 ね の パ ス ィ

を彫 り出 した もの 。 類 例 は 少 なか らず存 在 し、 杉

山 壽 榮 男 『北 の 工 芸 ～付 ヒゲ ベ ラ』1934,等 に紹

介 され て い る 。

黒 と朱 の漆 で 仕 上 げ られ た器 面 は 、 表 面 に就 て

は中 央 部 で斜 行 す る境 界 を設 け前 半 分 を黒 、 後 半

分 を朱 と塗 り別 け て い る 。 それ を ふ ま え なが ら も、

① パ ス ィエ ト ゥの 表 面 は 朱 色 。 ② 裏 面 も朱 色 と し、

F.マ ラ イー 二 氏 が 指 摘 し た漆 塗 布 パ ス ィの 塗 り

別 け法 則 と合 致 して い る の だ っ た 。

当 パ ス ィ は 中央 部 で 破 断 さ れ て い なが ら 、裏 面

中央 部 に ほ ぼ 菱 型 に 穿 って 埋 め木 を はめ 、更 に パ

ス ィ本 体 に開 け た小 穴 に通 した細 い 針 金 で結 束 し

て 、補 修 して あ る 。 ア イ ヌ民 族 の 思惟 に よ れ ば 、

中央 部 破 断 に よ っ て 「こ の パ ス ィの 生 命 は終 焉 し

た」 と見 倣 す べ きで あ ろ う。 しか し これ を 「送 る」

こ と をせ ず 、 「治 療 」 して 再 使 用 に 供 し た事 は、

使 用 者 が こ の パ ス ィ を愛 着 した深 さ を偲 べ る だ ろ

う。

パ ス ィ イ トクパ は本 体 先 端 部 に1-1,二 段 目

器 体 先 端 部 に1。 各 々両 切 舟 窩 紋 に よ っ て い る 。

パ ル ンペ は無 く、 道 東 部 伝 世 類 型 に適 って い る。

彫 刻 紋 意 匠 を構 成 す る の は 「爪 型 紋 」 と 「ア イ

ウシ曲線 紋 」 に ほ ぼ 二 大 別 さ れ る が 、 二 段 目先 端

部 近 くに は 、 レ プ ン カ ム イ(沖 に住 む神=號)の

ア シペ(鰭)も 一 個 配 置 され て お り、注 目 しよ う。

本体 先 端 部 の パ ス ィ イ トクパ に接 し、 カ ピ ゥ シ ロ

シが 配 さ れ る(図2c)。 二 段 目器 体 末 端 部 に

も二 個 配 され て お り(図2d・e)、 斜 里 地 域

の 『祖 印 』 と して 重 要 で あ る 。

本 体 先 端 部 の カ ピ ゥシ ロ シ に連 な る 曲 線 刻 紋 は 、

マ ラ イ ー 二氏 が 明 ら か に した レプ ンカ ム イイ トゥ

パ の 特 殊 な 変 容 型 だ ろ う。 二 者 の結 合 は興 味 深 い 。
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図3パ ス ィ 斜里町立知床博物館蔵
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資料3(図5-1)整 理番号:384

収蔵番号:393寸 法:347×40×7mm

パスイイ トクパ:両 切 ・2-1-2-1

パルンペ(ロ 舌):無

シロシ(所 有印):裏 面1個

備考:

寄贈者:斜 里町 ・村上清美

パスィ.イトクパは先端部 と末端部の、基準線 と

なる切線が設定 された上に、両切舟窩紋で2-1

-2-1と 配され、パスィの一典型を示 している。

彫刻紋様 は三 ヶ所に区画 されて施されている。

前部方向 には 「右三 ツ巴」、後部側 は 「五七桐」

と和人文化の家紋を模写 し、これらに侠 まれた個

所には～それ故最 も中心的な意匠である可能性が

高いが～類 日輪形象内部にカピゥシロシの一変容

形を刻む。或いはその前後 も擬羽根紋 との融合か。

明確なカピゥシロシは、末端部のパスィイ トク

パ と接する位置にも施紋されてお り、重要である。

和人文化の家紋がアイヌ文化伝統社会に受容さ

れた経過は、シントコ(行 器)等 の漆器 を飾った

紋様 としてであったろうか。和製漆器は、アイヌ

文化の展開過程で 「美」と不可分の 「鑑力」の象

徴 として、交易や場所労働の代価 に渇望 されたの

であった。漆器と和人家紋は繋がりを持って理解

されたのであろう。当パス ィでは、器体中央のカ

ピゥシロシ(図4f)を 刻んだ露的威力が、漆器

の鑑力を誘い出す和人家紋によって一層扶揚 され

る事を、期待 されて、添付されたものではなかっ

たか。

これら紋様の各々は、曲線による区画化紋様で

囲まれているが、いずれの区画化紋様 も斜行刻線

紋や波状刻紋で内部 を埋められており、「切線格

子内鱗紋」が用いられていない事に留意 しよう。

中央部の紋様部を囲む変化 した三角形状区画化

紋は、多 くのパスィに散見 しうるもので、一定の

意味が込められた紋様であったかもしれない。

裏面のシロシ(所 有印)は 、レプンカムイ(號)

に由来する形象である。

当パスィは古色を帯び、歴年の使用を窺わせる。

図4カ ピ ゥ シ ロ'

清里町 ・木下二葉

器面に塗布された漆 は剥離が著 しい。

パスィに刻まれるべ き象徴刻紋であるパスィイ

トクパは無いが、金田一京助 『アイヌのイ トクパ

の問題』1930で 述べ られたように、彫刻紋施紋の

行為によって、その欠は補われたと見倣すべ きだ

ろう。付言すれば、器面の五 ヶ所 を横切る 『擬桜

樹皮絞め付け帯』紋様が、パスィ上のパスィイ ト

クパが置かれる個所で置換 されている例が散見 さ

れる。パスィイ トクパ とは何であったのか。 この

問題を解明するうえでの、hintに なると思われる。

ここで表現 された擬桜樹皮絞め付け帯紋は、5本

の切線を切 り、2本 目と4本 目の内側 をやや削る

事で、『蝦夷太刀』やマキリ鞘に巻いたカリパ(桜

樹皮)を 模 している。紐縄が器物の損壊 を防 ぐ力

を持つのと同じく、カリパにも同じ威力を認め呪

力を期待 したものであろう。

パスィと太刀型状や紋様 との関わりは浅からぬ

ものがあり、杉山壽榮男著作で実証 されて きた。

当パスィも又、太刀鞘意匠による事は明らかであ

る。浮 き彫 りされた 『木の葉状紋』は、太刀を飾

った目釘覇金具等を模 したと考えられる。 と同時

に、これらは総体 として四翼型のキケウシパスィ

との相似 さえも窺えるのではあるまいか。斜里地

域 に隣接する網走地域 アイヌ文化伝統では、キケ

ウシパスィが製作使用 されていた事が報告されて

お り、釧路地域 アイヌ文化伝統を色濃 く保持 した

美幌地域ではそれを製作 していなかった事 と併わ

せて違いが明瞭であった。永続使用 されるパスィ

の紋様にも、文化の相異点が表現 されたものか。

先端部 と末端部に、カピゥシロシが刻まれる。

裏面のシロシは、相対 アシペを表現 している。

資 料4(図5-2)整 理 番 号:394

収 蔵 番 号:1338寸 法:330×28×14mm

パ ス イ イ トクパ:無

パ ル ンペ(ロ 舌):無

シ ロ シ(所 有 印):裏 面1個

備 考:漆 残 存

寄 贈 者:
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図5パ スイ 斜里町立知床-博物館蔵
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資 料5(図8-1)整 理 番 号:395

収 蔵 番 号:1399寸 法:306×26×16mm

パ ス イイ トクパ:両 切 ・1-2-1

パ ル ン ペ(ロ 舌):無

シ ロ シ(所 有 印):裏 面1個

備 考:採 集 地 ・斜 里

寄 贈 者:清 里 町 ・木 下 二 葉

斜 里 で 使 用 され て い た事 が 明 ら か な6本 の パ ス

ィ中 、 最 も小 型 の パ ス ィで あ る 。 他 とは 異 な る使

用 意 図 に よ っ て 、 製 作 され た もの で あ ろ う か。 そ

う考 え る と、 簡 素 な彫 刻 紋 も何 ら か の 関 連 が あ っ

た よ う に思 え る 。 美 幌 地 域 ア イ ヌ文 化 伝 統 の祖 露

祭 で は 、男 性 用 と老 女 用 の 各 レ タルパ ス ィ(白 い ・

捧 酒 箸)が 用 い られ る と語 ら れ て お り(注5)、

レ タ ルの 意 を 〔彫 刻 紋 が 最 小 限 の 白 木 に近 い〕、

更 に は 〔聖 性 を有 した〕 と解 釈 す る事 で 、本 パ ス

ィが 、 そ れ に概 当 す る可 能 性 を高 め る だ ろ う。 小

型 で あ る の は、 老 女 用 と して製 作 され た為 で あ る 。

器 面 中 央 部 の 、 斜 行 切 線 上 の1-2-1typeの

イ トクパ は 、 北 見 市 ・北 方 歴 史 美 術 館 収 蔵 パ ス ィ

との 比 較 に よ って 、 レ プ ン カ ム イ イ トクパ と解 釈

す る 。 馬 場 ・姫 野 論 文 が 、 斜 行 す る1-1typeを

同 じ く分 類 して い た事 も重 要 で あ る(注6)。

この イ トクパ の 施 紋 に よ っ て 、斜 里 そ して 斜 里

と繋 が る 美 幌 で は 、 祖 先

神 が 海 洋 を主 宰 す る レプ

ン カ ム イ=號 と深 く関 わ

る 一 族 が あ る事 が 明 ら か

に な っ た。

裏 面 シ ロ シ も レプ ンカ

ム イシ ロ シの 特 殊 な変 容

型 と さ れ る もの で あ っ た 。
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● 4 北方歴史美術館蔵

知床博物館蔵

馬場脩著作集成図よレ

図6レ タルパ ス ィ上 の レ プ ンカ ム イイ トクパ

資 料6(図8-2)整 理 番 号:396

収 蔵 番 号:1400寸 法:332×36×17mm

パ ス イ イ トクパ:両 切 ・1-2-1

パ ル ンペ(ロ 舌):無

シ ロ シ(所 有 印):無

備 考:採 集 地 ・斜 里

寄 贈 者:清 里 町 ・木 下 二 葉

罷 の 頭 部 と、 そ の 手 前 に置 か れ た膳 を模 した 高

彫 りが 、 一 括 され て 二 組 配 飾 され て い る 。 キ ム ン

カ ム イ(山 住 み の神 霊=罷)の 「霊 送 り」 儀 礼 を

再 現 した も の で あ り、米 村 喜 男 衛 『北 見 ア イ ヌ 人』

1937で 分 類 され た 、 カ ム イパ ス ィ に概 当 す る もの

で あ ろ う。二 個 の 膳 の 中 央 部 に は 、本 来 トゥキ(杯)

や タ カサ ラ(高 皿)も 高 彫 り され て い た もの か も

しれ な い。

罷 頭 部 の鼻 面 に は 、一 本 の切 線 が 横 断 して い る 。

璽 送 りさ れ る 罷 は、 現 世 に来 訪 した際 の 衣 装=毛

皮 を脱 が され て 、 霊 本 来 の 姿 に復 され て 本 来 の世

界 へ と帰 還 で き る と観 念 され て い た 。 しか し鼻 面

部 分 だ け は 毛 皮 を残 す の だ っ た。 一 本 の 切 線 は 、

そ れ を表 現 し た も の に ちが い な い 。

高 彫 り頭 部 基 部 の 器 面 に は 、 曲 線 で 」r字状 の

キ ム ン カ ム イ イ トクパ が 配 され る。 剥 が さ れ て 折

り畳 まれ た 毛 皮 が安 置 さ れ て い る事 を表 現 した に

違 い な く、 ×状 刻 紋 の 起 源 が示 され た の だ った 。

パ ス ィの 中心 軸 上 に、 三 ヶ所 の 透 し彫 りが 穿 た

れ て い る 。 こ の意 匠 の パ ス ィは 「格 が 高 い」 と評

価 され る が 、『カ ム イパ ス ィ』に ふ さ わ しい だ ろ う。

三 ヶ所 の透 し彫 りが 全 て繋 が る と仮 定 す れ ば、

パ ス ィが2枝 に割 れ た形 状 にな る 。 杉 山壽 榮 男 が

究 明 した古 型 式 パ ス ィ との相 似 が 明 らか に な る だ

ろ う。 和 人 社 会 古 墳 文 化 期 の 箸 の 形 状 が 、 ア イ ヌ

文 化 伝 統 の匙 状 一一本 パ ス ィへ と変 化 して い く際 の 、

移 行 期 の形 状 を保 存 して い る も の と評 価 しよ う。

先 端 部 に は カ ピ ゥシ

ロ シ(図7)が 他 の紋

様群 に連 結 しつ つ 明確

な形 象 で刻 紋 さ れ る。

図7カ ピ ゥシ ロ シ

斜 里 の特 徴 を表 明 した 、

古 式 を伝 える 雄 渾 な 一

品 で あ った 。
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図8パ スィ 斜里町立知床博物館蔵
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漆塗布捧酒箸及びロ舌刻紋の有無について

斜里地域使用が明らかな6本 のパスィを観察す

る事で、アイヌ民族が製作 し使用 した 「捧酒箸」

としての共通性保持の確認ができた。それと共に、

彫刻紋様の地域的特徴が明らかになったと言える。

共通性 としては、その型状 ・寸法のみならず、F.

マライー二氏が明らかにした、漆塗布の彩色原則

が、斜里の資料でも堅持 されていた点の確認がで

きた事を重視 しておきたい。即ち、

①裏面は朱漆の彩色塗布 とされる。

②表面先端部、いわゆるパスィエ トゥ(捧 酒箸 ・

鼻)の 表面湾曲内面部分 も、朱漆の塗布 とする。

これであった。パスィを漆塗布 とする創意は、杉

山壽榮男によれば 「幕末 に始まる。」、萱野茂によ

れば 「明治以降」 と説明されてきた。

いずれにしても近世から近代にかけての転換期

の創意であったと考えられているのだった。漆塗

布を希求 した背景には、祭祀具に寄せる 「漆器霊

力信仰」 とも呼びうる思惟があったと考えてよい

だろう(注7)。 それ故だろ うか、現存する漆塗

布パスィを 「めずらしい」と評価する見方 もある

(注8)。 しか し私は、雁大な現存する伝世パス

ィの中にあって 「割合が少ない」 と理解するに留

めたい。

漆塗布パスィ創意の時期 こそ、アイヌ文化伝統

が 「近代化」の圧力の中で変容を迫 られた時代で

あ り、創出間も無いこの塗布原則 も、急速に破 ら

れたものが生み出されていったのである(注9)。

塗布原則が堅持された斜里の例は、近代前 ・中

期 に製作 された確度が高い、 と私は推定 しよう。

先端部 に配される例がある口舌刻紋(パ ルン

ペ ・サ ンペ)は 、6点 中唯1点 であった。口舌刻

紋の有無について河野広道の先駆的研究は有から

無へ と歴史的な解釈 を示 していた(注10)。 しか

しその後に、名取武光がキケウシパスィ(有 翼酒

箸)の 施紋例 を詳細に検討 した結果、地域差の指

摘 と共 に無か ら有への変容過程 を提承 している

(注11)。 文化伝統がよ り保守的な道東部では、

口舌刻紋が無かったという指摘は、斜里に現存す

る6点 中5点 に口舌刻紋が無い事実 を、良 く説明

すると言えるだろう。唯一の施紋例は漆塗布例で

もあ り、近代以降の地域間交流の結果紹来された

パス ィであったと解釈できる。私は日高からの伝

搬 と解 した。

カ ピ ゥ シ ロ シ 施 紋 の 確 認 に つ い て

チ カ プ シ ロ シ(鳥 ・印)は 、 鳥 形 の 姿 を借 りて

顕 現 して い る と観 念 され る カ ム イ(神 霊)の 印 で 、

地 域 に よ っ て 狩 猟 神 の代 表 と さ れ る場 合 が あ っ た

(注12)。 エ ンチ ゥ社 会 に お い て は、 飛 翔 し た姿

を模 して 印 と され る場 合 が 多 い よ うで あ る。 と り

わ け、 海 洋 の 上 空 を領 域 とす る 天 空 神 の 代 表 と さ

れ る カ ピ ゥ(鴎)の 印 が 少 な くな く、 馬 場 脩 に よ

って イ ク ニ シ(捧 酒 捧)の 研 究 と共 に集 成 化 が さ

れ て い る(注13)。 こ の 研 究 成 果 を受 け て名 取 武

光 は、 浜 益 の キ ケ ウシパ ス ィ刻 紋 に注 目 し 「チ カ

ップ ノ カ は樺 太 と共 通 し」 と説 い た(注14)。

図9馬 場 脩 『Iku-NishioftheSaghalienAinu』

で 集 成 され た 「チ カ ップ ノ カ」

馬場集 成 図中 の"S"と"t"は 独 立 した 「チ カ ッ

プ ノカ」 と判 定 され てい る。 しか し私 は、海 洋神形 象

刻紋 の上 部 に萌芽 し分 離 を準備 中の海 洋 上空神 形象 刻

紋 との、 二者 一体形 象 の段 階 と解 釈 したい。

図10に 私案 を示 した 『レプ ンカ ム イイ トクパ か らカ
ピ ゥシロ シが分離 す る過程』 を参照 された い。

飛翔する鳥形 を模 した紋様であるカ ピゥシロ

シ ・チカップノカをエ ンチゥに特徴的な紋様であ

ると理解するならば、北海道のオホーック海沿岸

の斜里地域 と、日本海沿岸の浜益地域 とは、共に

エンチ ゥ文化 と共通する要素があったと判断すべ

きだろう。かつてアイヌ文化伝統の墓標型式を分

類 した河野広道は、斜里峰浜の男性墓標 をエ ンチ

ゥ様式 としていた(注15)。 同様に、 日本海側 も

より南下 して余市までも西エンチ ゥの文化伝統を

継 ぐ地域 としていた事も想起 したい。

但 し、現存する多数のパスィを観察すると、斜

里伝世品 と同じ場所に、 この刻紋が施紋 されてい

る例 を確認できる事実にも、留意する必要がある。
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図10レ プンカム イイ トクパからシロシが分離する課程
「海洋神」の象徴刻紋 は、続縄文文化やオホーツク文化の骨角器刻紋からの伝統 を継承 しつつ、ア

ムール地方を中心 とする古い 「相対渦巻紋」形象を重複化 し、やがて 「海洋上空神」の象徴刻紋の

カピゥシロシを分離する。

衣服や服飾品まで範囲を拡げて検当すると、北

海道内各地のマタンプシの刺繍紋様 にも注 目した

い。翻 り、エ ンチゥ魚皮切伏せの形状 も重要 だろう。

即 ち私は、北海道のオホーツク海沿岸部では、

斜里 に加えて網走 ・常呂 ・湧別 ・紋別等のアイヌ

文化伝統には、エンチ ゥ文化 と共通する要素が比

較的濃厚に残 ったと考える。1858(安 政5)年 に

松浦武四郎は、常呂川中流域で トンコリ(五 弦琴)

の所在 を確認 していた事も想起 しよう(注16)。

とすれば、かつてバチェラーが紹介 した以下の証

言 も重要ではあるまいか(注17)。
「或るアイヌ人の語るところに依ると、網走は

カラフドくマアイヌの交易上の上陸地であったとこ

ろから斯 く名付 けられたものであると。」 信愚

性が高い伝承 として以後検討すべ きと考える。

キテ(回 転式離頭鈷)へ の刻紋について

斜里地域 アイヌ文化伝統の

現 存 民 具 の 内 、 キ テ(回 転 式

離 頭 鈷)に も、 こ の刻 印 が 施

さ れ て い た 。 そ の 伝 承 者

K.H.氏 は こ う述 べ て い る(注

18)。 「(略)キ テ の 上 面 中 央

に は キ テ イ ト ッパ が あ り、 こ

れ は エ カ シ イ ト ッパ で も あ

る 。」(図11)。

狩猟具に施紋する意義 に就ては 「誰が仕止めたも

のか判定するため」 と萱野茂の報がある(注19)。

私は、ピウスッキが報 じたエンチ ゥの祈祀の例

が、斜里の刻紋例 を理解する上で重要 と思 う(注

20)。 アイシロシ(矢 ・刻紋)を 更新することで、

旧い刻印を経年使用 した事で狩猟能力が低下 した

矢の霊力低下を活性化 させる。更新行為 を祈詞で

述べて、獲物の増加 を祈願するものであった。

アイとキテでは、狩猟対象霊 に山野住 と海洋住

の違いがあるが、人間 との関わりは共通するだろ

う。儀礼を支える思惟 も共通 したのではないか。

今後の課題

私は現存する民具から、斜里地域アイヌ文化伝

統の要素を考察 してみた。 しか し当地の近世貝塚

遺物の骨角器刻印はより多様であ り、その綿密な

集成化と意味の追求こそが、今後の課題である。

図11斜 里 ア イ ヌの キ テ

-
⊥

9
臼

り0

「民 族調査 報告 書III」 よ り改 写

「所蔵 資料 目録 一3」 よ り改 写

斜里 地域 ア イヌ文 化伝 統の キ テイ トクパ
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資料7(図13-1)整 理番号:386

収蔵番号:1147寸 法:368×38×30mm

パスィイ トクパ:両 切 ・1-2-1&特 殊

パル ンペ(ロ 舌):無

シロシ(所 有印):裏 面1個

備考:収 集地 ・日高地方/志 富イサネ収集品

寄贈者:斜 里町 ・志富イサネ

パスィの標準的寸法よりもやや長大に製作 され

ている事 は、製作 し使用 した男性が、特別な思い

入れを持 っていた可能性 も推定 させずにおかない。

選ばれた木が軟 らかい性質であったのだろうか、

経年変化は、古色を帯 びる方向とは逆に表面の著

しいボケとして進んでいる し、三 ヶ所の高彫 り部

分は全 て大破 して もいる。表面に2mm2程 の朱色

塗料が、二 ヶ所残存 している事で、かつて全体が

漆もしくは類似する塗料で覆われていた事が判る。

器面の地紋は 「切線格子内鱗紋」であ り、近代

以降の製作 と限定で きるが、切線の配置が乱れて

おり、技術の未熟もしくは衰退を示す。塗料の極

端な剥離 と併せて考察すると、材料選択 と彫刻技

術の後退 した近代後 ・末期の製作ではあるまいか。

破損 した高彫 りは、類似するパスィ意匠から推

して、パスィ先端部から順に 「膳上の高杯」・「安

置された罷の頭部」 ・ 「刀剣鞘の栗形部分」であ

ったろう。即ち、パスィ全体 は刀剣形象を模 しつ

つ、中心意匠は罷の霊送 りの場面を再現する、複

合意匠品なのであった。「膳上の高杯」前方の無

紋帯 も、刀剣鞘の絞め付け金具を意識 したもので

あったろうか。 このような彫刻紋様の所在が明ら

かになると、当パスィが長大 に製作 されたのは、

日常の儀礼 とは別の、キムンカムイ(罷)へ のカ

ムイノミ専用品 として企画 された可能性が高いの

ではあるまいか。特殊 イ トクパ も、基本型にキム

ンカムイイ トクパを複合加刻 したものに見える。

自然界の二領域、海洋 と山岳 を主宰する二大神

であるレプンカムイとキムンカムイを祭祀するに

は、各々専用パスィが準備 されていた。 レプンカ

ムイ用パスィには刀剣意匠が選ばれる傾向があっ

たようである。彫刻 される太刀鞘の絞め付け金具

形象が レプンカムイイ トクパの一variationに 酷

似するものがあるのは、海洋神 と太刀との歴史的

起縁の存在すら想わせる。両者結合意匠の海洋神

要素が、自然界の今一つの重神である山岳神に置

換 されたもの。それが当パスィの属す一群だった。

資料8(図13-2)整 理番号:387

収蔵番号:1148寸 法:328×33×15mm

パスイイ トクパ:(半 切/両 切)3-3-3-3

パルンペ(ロ 舌):無

シロシ(所 有印):無

備考:収 集地 ・日高地方/志 富イサネ収集品

寄贈者:斜 里町 ・志富イサネ

パスィイ トクパがめずらしい。先端部と末端部

では、三列 目の舟窩刻紋数が異なっているし、各

部分の 「両切」と 「半切」の違いにも、或いは製

作者の意図するものがあったのかもしれない。

彫刻紋様は、五つに区画化された前方四区画に

施される。最先端部にはマキリ鞘で多用される「擬

縄絞め付け帯」 も加わり、興味深い。パスィ上の

紋様主体部は末端部側 とするのが通則であるが、

第五区画を無紋 とした事で、先端部側が重点化 さ

れた事 も、製作意図 とは別 に異例な結果 となった。

第一 ・二区画はアイウシ曲線 と、弧状刻線紋。

周囲の三角形状の紋様はパスィ刻紋に例が多い。

何 らかの意味～或いは、海洋神山形刻紋の変形か。

第三区画は、左上から右下に斜行無紋帯が置か

れ、その外側に方向を異にする 『青海波紋』が飾

られる。これらの意匠は、他のパスィに度々確認

できるものであり、私はその起源を 『斜行相対號

紋』に求めるべ きと考えている(図12)。

図12斜 行相対 アシペ と青海波紋

1斜 行相対アシペ

2『 青海波』意匠を導入 し融合 した紋様

この種の変化は、精密 な彫刻技法 に支えられて

S字 状紋へ と移行 した過程を、F.マ ライー二著

作が克明に実証 していた。当パスイの例 は、彫刻

技法の衰退に伴 なう、紋様の変化 した姿であろう。

第四区画は、二本のアイウシ曲線の区画内部 を

やや削平 した中に 『斜行刻線紋』を配す。斜行刻

線紋 は、近世 アイヌ文化成立以前からの伝統を継

ぐものであり、近代後 ・末期の製作であろう当パ

スィに堅持 された、伝統の根幹を見る思いがする。
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図13パ ス ィ 斜里町立知床博物館蔵
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資料9(図15-1)整 理番号:389

収蔵番号:1150寸 法:230×22×7mm

パスイイ トクパ:半 切 ・3-3-3

パルンペ(ロ 舌):裏 面

シロシ(所 有印):裏 面1個

備考:収 集地 ・日高地方/志 富イサネ収集品

寄贈者:斜 里町 ・志富イサネ

パスィの標準寸法約30cmと 比 して、80%程 の小

型品である。杉 山壽榮男 『北の工芸～付 ヒゲベラ』

1934,で は、一型式 と認定 して分類されていた。

パス ィイ トクパは先端部では半切舟窩紋 も用い

られて細やかである。パスィの基本要素ではある

が、このような例に接すると、発掘資料骨角器の

刻紋 との関わりも検討する必要を感 じさせ られる。

斜行格子状刻紋の帯を起線 として、 レプンカム

イイ トクパの一変様型が配されるが、製作者=・使

用者のエカシイ トクパ(祖 印)で あった。

紋様主体部は交互に配 された連続弧状刻紋であ

るが、私はこの種の紋様 を 『擬羽根紋』 と呼ぶ。

キケウシパスィ(有 翼酒箸)の キヶ/ラ ブ(翼)を

模 した紋様 とするF.マ ライー二著作 の説により、

当資料では 「四翼型有翼酒箸」起源の彫刻紋様 と

考える。私が 『擬羽根紋』 と呼ぶ故縁であった。

こ れ を周 回 す る の は 、

縄 を模 した 『擬縄 紋 』 で

あ る。 衣 装 の 刺 繍 技 法 で

あ る撚 り紐 を縫 い付 け た

イ カ ラ リ(駒 縫 い)と 同

じ思 惟 が 、 こ こ に 反 映 し

て い る と考 え ら れ る の で

は あ る ま い か。

しか し、 こ の擬 縄 紋 の

末 端 部 は水 滴 状 に ふ くら

ませ て お り、 そ こ を含 め

negativeな 紋 様 と見 る 時 、

そ の 周 辺 が あ た か も刀 剣

鞘 の 金 具 を意 識 して 彫 り

残 さ れ て い る事 に も思 い

至 るで あ ろ う。

日高 地 方 使 用 で あ りな

が ら 『切 線 格 子 内 鱗 紋 』

を用 い な い 事 は、 「祖 型 」

を残 す 意 図 故 だ ろ うか 。

図14

モ ヨロ貝塚 発掘の骨器

大場 「モ ヨロ貝塚の骨

角器」 よ り

資料10(図15-2)整 理番号:391

収蔵番号:2472寸 法:325×25×6mm

パスィイ トクパ:両 切 ・0-1一 一〇一一1

パルンペ(ロ 舌):無

シロシ(所 有印):label上 に焼印1個

備考:製 作地 ・旭川/志 富イサネ収集品/末 部紐穴

寄贈者:斜 里町 ・志富イサネ

製作地 ・旭川と情報が明らかな優品。志富イサ

ネ夫人シズ媚が、旭川近文出身であった事から、

志富家へ移譲 されたのだろうか。裏面 にはlabel

が貼られ、その上から 「富」の焼印が押捺 される。

アイヌ文化伝統のシロシ(所 有印)の 系譜上に理

解すべ きだろう。倒立 した富字は、基部小穴に紐

を通 し吊り下げて保管 した状態で、正立視できる

よう意図 したものだろうか。同様 に小穴を穿たれ

た2本 と共に、志富エカシの愛用 を偲びたい。

パルンペ(口 舌)が 無い事は、古型式パスィの

特徴が継承されたものであったろうか。

0-1-0-1と 配 されたパス ィイ トクパに隣

接 し、斜行切線上 に1-0と 刻 む舟窩紋はレプン

カムイイ トクパの一変容 に違いない。切線 と舟窩

紋 との組み合 わせは、パスィイ トクパの配置 と共

通 してお り、製作者男系 を特徴付ける刻紋であっ

たろうか。紋様主体部先端には、エカシイ トクパ

(祖印)が 配されるが、 レプンカムイイ トクパの

変容形でありながら、カピゥシロシとの形象分離

が準備 されている事に注目しよう。

紋様主体部は4ヶ 所の杏仁紋を区画化 し、中央

部を楕円型に彫 り残 して、やや削平 した内部に連

続弧状刻紋 を配す。類 『擬羽根紋』 なが らも当パ

スィでは、オホーツク文化骨器上の山形刻紋が象

徴する海洋神形象の伝統紋 と解析で きた。先端突

起 と供 に、波を立て海上を進むカムイの姿である。

・基線 を対称軸に相対配置 し、全体を杏仁様 に曲線

変化 させたが、アシペ(鰭)突 起も杏仁紋様相互

を連結する刻紋 として、結合 しているのだった。

各杏仁紋の内部 に置かれた楕円型部分 は、高彫

り風 にされた事で、印象 を強める効果 を生み出 し

ている。これらは、アイヌ文化伝統社会で希求 さ

れた古型式刀剣の飾 り金具を模 したものであろう。

金属によせる強烈な霊呪力信仰は、パス ィの彫刻

意匠にも絶大な影響を及ぼ している事が杉山著作

で指摘 されているが、当パスィにもその思惟が反

映 しているのだった。
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『類 パ ス ィ漆 器 』
,剥 離 進 行

収 集 地 ・日高 地 方/志 富 イ サ ネ 収 集 品

寄 贈 者:斜 里 町 ・志 富 イ サ ネ

彫 刻 紋 様 が 一 切 無 く、 彩 色 描 画 紋 様 だ け で飾 ら

れ る もの な の で 、 『類 パ ス ィ漆 器』 と呼 称 分 類 し

て お く。 この種 の 漆 器 は 、 ア イ ヌ社 会 の 需 要 に応

じて 近 代 以 降 に企 画 製 作 され た 『和 製 品 』 と解 釈

さ れ て きた 。 既 に1942(昭 和17)年 刊 行 のF.マ

ラ イー 二氏 著 作 に紹 介 され て お り、 そ れ に先 だ っ

て 製作 ・使 用 され て い た事 が 明 ら か で あ る。 しか

も同 書 に紹 介 され た資 料(図16)は 、 写 真 判 定 で

は 、 漆 塗 布 は1-1-1typeパ ス ィ イ トクパ 施 紋

の 後 で あ る 。 そ のtypeは 、 沙 流 川 を 中 心 活 動 域

とす る 集 団 、即 ちサ ル ウ ン ク ルの パ ス ィ に多 い種

類 で あ っ た。

私 は、 この 『類 パ ス イ漆 器 』 は 、近 代 末 期 に北

海 道 内 の特 定 地 域 で 、 パ ス ィ イ トクパ をあ え て刻

む こ と な く大 量 に製 作 され 、 各 地 に供 給 さ れ た も

の で あ っ た か も しれ な い と推 定 して い る か ど うで

資 料11(図17-1)整 理 番 号:388

収 蔵 番 号:1149寸 法:330×29×8mm

パ ス ィ イ トクパ:無

パ ル ンペ(ロ 舌):無

シ ロ シ(所 有 印):無

備 考:

あろうか。かつて交易で入手

した漆器を希求するアイヌ民

族の思惟は、近代以降 も継承

されて、この種のパスィを受

容 した と考えられるだろう。

紋様 は他に蓮華紋 と三 ッ巴

紋が配されるが、杉山壽榮男

『アイヌ文様』1926で 集成化

された巴紋が重要である。寛

政元年の1789年 に松前から有

珠 までの紀行 を記録 した菅江

真澄 『えみ しのへさき』には、

当時既 にこの種の紋様が概地

のアイヌ社会で愛用され、和

人小山悪四郎の家紋を継承す

るものと理解 されていた風俗

を伝えてもいた。異文化の接

触 ・受容 ・継承の実際は興味

が尽 きない。

資料12(図17-2)整 理番号:390

収蔵番号:1151寸 法:330×34×7mm

パスイイ トクパ:無

パルンペ(ロ 舌):無

シロシ(所 有印):無

備考:『 類パスィ漆器』,剥 離進行

収集地 ・日高地方/志 富イサネ収集品

寄贈者:斜 里町 ・志富イサネ

『類パスィ漆器』 として製作 された1本 。彫刻

紋様 は無い。やや幅広で、描画紋様が簡素な事 と

併わせて、大味な印象が感 じられる。両端部に近

くなる程に、穏やかに幅 を絞 り込む形状は、パス

ィの一搬的形状 とは異なるものである。

器面は黒の地塗 りの上に金茶色で 「木の葉紋」

を散 らし、更に中心意匠 として、先端部側 には和

人家紋の 『三 ッ柏』、末端部側 には朱色で魚 を描

いている。後者は、和人文化の吉祥紋様 としての

『鯛』であったろうか。

こうした意匠は、和人文化要素の受容度の大 き

さを示すものではある。 しかし 『鯛』 を正立状に

見る事がで きるのは、これを右手に持つ使用者で

はない点に留意 しよう。祭祀対象神の視座 を考慮

した描画になっているのは、大変興味深い。

破損の進行は、製作法に起因するものだろうか。

図16『 類 パ ス ィ漆 器 』

4 5

1.2マ ラ イ ー 二著 作 よ り

3～5河 野 本 道 編 著 よ り改 写
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資料13(図19一 一1)整 理番号:392

収蔵銀号:2544寸 法:333×34×8mm

パスイイ トクパ:無

パルンペ(ロ 舌):裏 面

シロシ(所 有印):label2種(?),焼 印1種

備考:主 体部墨塗布

寄贈者:斜 里町 ・志富イサネ

知床博物館に収蔵 される故志富 イサネ収集パス

ィ8本 の内では最 も新 しいtypeで ある。私は現

代に製作 されたパスィであろうと、推定 してお く。

裏面には、丸に 「富」字の焼印が倒立状態で押

擦 されシロシ(所 有印)と されている。末端の小

穴所在 も共通する整理番号391資 料 と共に、志富

エカシの使用品であったと思われる。小穴を利用

して、パスイ先端方向を下に向け吊り下げて保管

したものであったろう。2種 類のlabelsの1枚 に

は 「志富」の記入があり、これもエカシ本人によ

る所有印 と解 し、アイヌ文化伝統のシロシ形象の

現代的変容型 に位置付けて理解すべ きと考える。

パスィイトクパは配 されない。 しか し彫刻紋様

を加える事で、製作者による霊力付与が完了して

パスィとしての機能が生 じるとする金田一京助論

文が重要である。外型の整形は甘 さも認められる

が、パスィとしての条件 は満たしているのだった。

器面の紋様主体部は墨が塗 られ、漆塗布パス ィ

の意匠を模す。この主体部は更に、隣接平行切線

による帯が3本 横断しているが、帯内の切線の存

在から推 して、桜樹皮を幾重にも巻 き付けた紋め

付け帯 を擬 した紋様であろう。桜樹皮紋め付 け帯

は、いわゆる 『蝦夷太刀』鞘 に多様される技法で

あるが、この観点で当パスィ紋様 を検討すると、

『切線格子内鱗紋』で飾 られる4区 画が、あたか

も蝦夷太刀鞘に象眼装飾 される骨角製の長方形の

彫刻飾 り部品のように配置 されていると思われる

のだった。即 ち当パス ィにも、『太刀』 に寄せる

アイヌ民族の伝統的思惟が反映 していたのである。

「切線格子内鱗紋」はやや大振 りであるが、ひ

じょうに美 しい。私は、志富エカシが製作 し 「杉

村キナラブ ック受賞記念」 と彫られた木製アイヌ

民族マキリ鞘を想起する。『開拓記念館展示図録』

1981年 掲載写真でもその特徴が判るが、桜樹皮絞

め付け帯 を特徴 とする志富エカシの作風は、当パ

スィの製作者をも示唆するものではないだろうか。

資料14(図19-2)整 理 番 号:393

収 蔵 番 号:2545寸 法:355×31×10mm

パ ス イ イ トクパ:両 切 ・1-2-1

パ ル ンペ(ロ 舌):無

シ ロ シ(所 有 印):裏 面1個

備 考:基 部 紐 穴

寄 贈 者:斜 里 町 ・志 富 イ サ ネ

や や長 大 な355mmの 器 面 に4ヶ 所 、1-2-1

typeの パ ス ィ イ トクパ が 置 か れ、 器 面 が3ヶ 所 に

区 画 され る 。 各 区 画 は 、 先 端 区 は 「擬 桜 樹 皮 絞 め

付 け帯 」 に よ っ て前 後 に二 分 割 され 、 第2第3区

画 は 「無 紋 帯 」 に よ って や は り二 分 割 され て い る 。

第2区 画 の 『擬 羽 根 紋 』 と刺 付 き渦 巻 き紋 と され

た ア シ ペ の 『レ プ ンカ ム イイ トクパ』 を 除 い て は、

一 見 して 様 々 な幾 何 学 紋 の 無 秩 序 なcollageと い

う印 象 が 強 い。 しか し各 構 成 紋 様 要 素 の い ず れ も 、

相 対 曲 線 が 形 成 す る 三 角 形 で あ り、 本 稿 第10図 で

示 した レ プ ン カ ム イイ トクパvariationsの 一 形 状

を、 明 確 に表 現 した刻 紋 も配 置 さ れ て い る 。

この よ うに基 線 か ら立 ち上 が る三 角 形 意 匠 等 を

collage的 に複 数 配 置 す る例 と して 、 従 来 オ ホ ー

ツ ク文 化 の 骨 角 器=『 針 入 れ』(図18)と 判 定 さ

れ て きた もの を指 摘 して お く。

図18モ ヨロ貝 塚 発 掘 の骨 器

大場著作掲載の児玉 コレク

シ ョン資料図版 より改写
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まとめ ・紋様及びパスィイ トクパの起源試解

小稿で実測図化 したパスィの刻紋を総括 しよう。

刻紋の最小単位や、それらが組み合わされた刻紋

群の意匠は、東アジア列島北辺の複数人間集団 と、

その個々の文化の相互交流によって創造 された事

が明らかになった。とりわけ、パスィが 「箸」に

由来する呼称であるという説 に依拠 した場合は、

和人文化 との関わりは看過できない。和人文化古

代末から中世にかけての刀剣鞘意匠が、パスィ意

匠決定 に果 した影響 については別稿 『パ スィ集

成 ・基礎分類篇』1994で ふれておいた。併せて、

漆器嗜好 についても、和人文化 とアイヌ文化の交

流史上注目すべ きもの と思われるのである。

他方、資料10の 『杏仁紋』 とそれらを繋 ぐ刻線

は、モヨロ貝塚発掘 オホーツク文化鳥骨製針容器

の刻紋 と、対応関係が確認できる事に注 目できる

(図20)。 時に、基線か ら立ち上がる山形刻紋 は、

オホーック期やそれに先だつ続縄文期骨角器に出

現 し、エ ンチゥの現存 イクニシまで継続 している

ものである。骨器上のこの種刻紋は図10の ような

過程 を推定する事で、波立てて泳ぐ海洋神 と解釈

できるのではあるまいか。

多種の意匠で構成 されるパスィ群であるが、そ

の中に器面を並行切線で区画化する意匠の創意は、

オホーック文化骨器の 『擬繕糸絞め付け帯』の継

承 と思われる。紐や糸によって器物の損壊 を防 ぐ、

とりもなおさず霊力 に期待する意図で施紋 された

伝統意匠によるのだった(注21)。 とりわけ図21

に示す種類は、貴重 な鉄針 を保護する容器への施

紋例 として、評価 してお きたい。私は、その構成

要素たる 『半切舟窩紋』が、パスィ両端 を横断す

る平行切線上に規則的に連続配置されるパスィイ

トクパ と酷似する事実を指摘 したい。彫刻主体者

の男系を象徴すると説かれてきたパスィイ トクパ

であるが、祖先 との関わりを表明する今一つの木

製品である墓標の頭柱 に、特殊な結縄 を施す慣習

を想起するならば、両者の関連は看過すべきでは

ない。重要な器物に紐や縄 を巻き結束する事に、

自己の存在 と信仰 を繋 ぐidentityを 確認する行為

ではなかったか。更にはパスィを木製 とする事で、

イ トクパは 『擬桜樹皮帯』 も許容 されるようにな

った事 にも注 目してお きたい(図22)。

ここに、パス ィイ トクパとは何であったのか、

その歴史的な起源が明らかになったと考 える。

図20微 小骨器 とパス ィの刻紋対応例

図21類 『擬 縄 締 め 付 け帯 』 とパ ス ィ イ トクパ

図22カ リパ巻の彫刻紋様化
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